
若
者
の
定
住
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

　

園
田　

阿
蘇
市
の
生
産
人
口
（
15
〜

64
才
ま
で
）
の
動
態
統
計
は
。

　

橋
本
市
民
課
長　

２
０
１
０
年
の
国
勢

調
査
で
は
、
１
万
５
９
１
２
人
で
す
。
国

の
推
計
に
よ
り
ま
す
と
、
２
０
２
０
年
に

は
約
１
万
３
０
４
０
人
で
２
８
７
２
人

（
18
％
）
の
減
少
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

園
田　

人
口
減
少
の
取
り
組
み
の
中
で

「
婚
活
事
業
」
の
支
援
の
実
態
は
。

　

山
口
福
祉
課
長　

現
在
市
と
し
て
は
取

り
組
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
方
で
取
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
５
月

ま
で
に
10
回
程
お
見
合
い
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
、
成
立
し
た
組
数
27
組
、
内
３
組
は
結

婚
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

園
田　

近
隣
の
自
治
体
で
も
庁
舎
、
役

場
内
に
婚
活
事
業
の
窓
口
の
設
置
が
さ
れ

て
い
る
。
阿
蘇
市
で
も
庁
舎
内
に
窓
口
の

設
置
は
出
来
な
い
か
。

　

佐
藤
市
民
部
長　

情
報
提
供
の
窓
口
の

設
置
は
、
住
民
の
方
々
が
地
域
に
誇
り
を

持
ち
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
総
合

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
が
、
行
政
の

仕
事
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
十
分
に
協

議
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

園
田　

25
年
度
も
38
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

阿
蘇
市
内
で
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

阿
蘇
市
内
で
式
を
挙
げ
、
阿
蘇
に
残
り
、

子
育
て
を
行
お
う
と
す
る
若
者
に
は
、
行

政
が
挙
式
の
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
等
、

若
者
の
定
住
化
に
少
し
で
も
つ
な
が
る
よ

う
な
政
策
は
出
来
な
い
か
。

　

佐
藤
市
長　

私
は
定
住
化
の
た
め
に
は

働
く
場
所
の
確
保
が
一
番
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
併
せ
て
、
子
育
て
支
援
や
、
教

育
環
境
の
充
実
を
し
っ
か
り
と
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
結
婚
は
周
り
の

人
が
あ
た
た
か
く
お
祝
い
を
し
て
頂
く
こ

と
で
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

内
牧
商
店
街
の
今
後
に
つ
い
て

　

園
田　

内
牧
（
旧
夜
霧
跡
地
）
の
ト
イ

レ
だ
が
、
犯
罪
の
抑
止
の
面
か
ら
、
防
犯
・

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
は
出
来
な
い
か
。

　

吉
良
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長　

警
察
か

ら
の
要
望

も
あ
り
、

考
え
て
ま

い
り
た
い

と
思
い
ま

す
。

旧夜霧跡地のトイレ

（新）阿蘇医療センター

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
の
方
針
に
つ
い
て

田　中　弘　子

園　田　浩　文

　

田
中　

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
方

針
だ
が
、
８
月
６
日
の
開
院
に
向
け
、
こ
れ

ま
で
特
に
脳
疾
患
や
心
疾
患
に
よ
り
、
阿
蘇

市
か
ら
20
億
〜
30
億
と
も
言
わ
れ
る
医
療

費
が
流
出
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
個
人
医
院
と

の
連
携
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

井
野
病
院
事
務
局
長　
二
次
医
療
救
急

体
制
の
再
生
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま
で
は
重

症
の
患
者
さ
ん
の
約
７
割
が
熊
本
・
菊
池
医

療
圏
域
に
搬
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
以
前
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
国
保
と
後
期
高
齢
加
入

者
の
分
で
４
２
億
８
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
医

療
費
が
阿
蘇
医
療
圏
か
ら
流
出
し
て
い
ま
し

た
。
新
病
院
は
、
こ
れ
ら
救
命
に
一
刻
を
争

う
疾
患
の
対
応
が
出
来
る
よ
う
に
医
療
機
能

を
整
備
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
病
院
の
立
ち
位
置
と
し
て
急
性
期

の
患
者
様
を
受
け
止
め
、
回
復
期
に
転
じ
た

ら
病
病
連
携
・
病
診
連
携
で
、
圏
域
内
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
及
び
病
院
の
先
生
に
診
て
頂
く

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
地
域
完
結
型
医
療
の
推
進
と

し
て
、
阿
蘇
郡
市
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・

薬
剤
師
会
、
他
の
医
療
機
関
・
施
設
等
と

の
連
携
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
方
向
性
に
つ
い
て

　

田
中　

学
校
授
業
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
の
方
向
性
に
つ
い
て

　

日
田
教
育
課
長　

教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
26
年
度
に
２
ク
ラ
ス
に
１
台
、
全
体
で

77
台
程
全
小
中
学
校
に
導
入
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
28
年
４
月
か
ら
は
、
全
ク
ラ
ス

に
１
台
ず
つ
設
置
予
定
で
す
。
電
子
黒
板
を

取
り
入
れ
て
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
授
業
を
し
な
が
ら
、
ポ
イ
ン
ト
、

ポ
イ
ン
ト
で
、
動
画
他
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を

見
せ
な
が
ら
授
業
を
行
う
も
の
で
す
。
将
来

的
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
も
出
来
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
先
生
方

が
電
子
黒
板
で
の
授
業
が
展
開
で
き
る
よ
う

に
研
修
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
と
申
し
ま
す
か
、
将
来
的
に
は
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
宿
題
の
状
況
、
回
答
の
正
誤
等
も
把

握
で
き
る
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
く

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。た
だ
し
、

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回

線
に
通
じ

て
い
ま
す

の
で
、
情

報
モ
ラ
ル

教
育
も
必

要
と
考
え

て
お
り
ま

す
。
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中
央
病
院
跡
地
利
用
に
つ
い
て

　

谷
﨑　

解
体
撤
去
し
な
い
建
物
の
耐
震

診
断
は
す
る
の
か
。
建
物
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

井
野
中
央
病
院
事
務
局
長　

診
療
棟
は

解
体
撤
去
し
ま
す
。
残
る
建
物
は
４
階
建

て
病
棟
と
隣
接
の
２
階
建
て
感
染
症
病
棟

の
２
棟
で
す
。
病
院
の
方
で
耐
震
診
断
は

し
ま
せ
ん
が
、
病
棟
の
建
築
確
認
は
昭
和

55
年
11
月
27
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
建
物
で
す
。

活
用
方
法
検
討
の
中
で
耐
震
診
断
の
必
要

性
は
出
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

谷
﨑　

再
利
用
と
地
元
か
ら
の
要
望
は
。

　

宮
﨑
財
政
課
長　

正
式
な
も
の
で
は
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
く
つ
か
の
要
望
は
聞

い
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
、
今
後
跡
地
の
方

向
性
を
決
め
る
検
討
委
員
会
を
行
う
予
定

で
す
。
そ
の
後
、
利
活
用
内
容
に
よ
り
土

地
を
担
当
課
の
方
に
所
管
替
え
し
ま
す
。

ま
た
、
仮
に
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
多

額
の
資
金
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
国
の
補
助
金
申
請
の
た
め
、
計
画
書

の
作
成
が
必
要
と
な
る
状
況
が
あ
り
得
ま

す
。
そ
の
場
合
に
は
、
地
域
や
各
種
関
係

機
関
を
含
め
た
協
議
が
必
要
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

谷
﨑　

高
齢
者
福
祉
施
設
と
し
て
は
。

　

岩
下
ほ
け
ん
課
長　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

第
六
期
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
待
機

者
の
数
、
施
設
設
備
の
必
要
性
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
が
、
料
金
も
結
構
か
か
り
ま

す
。
地
域
密
着
型
の
29
床
の
施
設
で
毎
年

一
億
円
以
上
が
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

谷
﨑　

市
長
の
方
か
ら
構
想
な
り
方
向

性
な
り
を
示
し
て
は
。

　

佐
藤
市
長　

遊
休
地
利
活
用
に
関
す
る

庁
舎
内
検
討
会
に
お
い
て
協
議
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
私
の
方
か
ら
方
向
性

を
示
し
ま
す
と
多
方
面
か
ら
の
議
論
が
出

来
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、

発
言
は
謹
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

他
に
、「
道
の
駅
か
ら
小
学
校
ま
で
の

駐
車
場
問
題
」、「
駅
周
辺
都
市
計
画
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
」
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

撤去予定の診療棟

拡
大
す
る
森
林
被
害
対
策
は

大　倉　幸　也

　

大
倉　

湯
浦
地
区
か
ら
山
田
地
区
の
杉

林
が
、
赤
く
変
色
し
て
枯
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
た
た
め
、
山
に
入
っ
て
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
蜘
蛛
の
巣
状
の
糸
が
杉
の
木
い
っ

ぱ
い
に
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
体
長
１

セ
ン
チ
く
ら
い
の
虫
が
大
量
発
生
し
て
い

た
、
被
害
の
状
況
は
。
ま
た
、
拡
大
の
恐

れ
は
な
い
か
。

　

本
山
農
政
課
長　

６
月
２
日
に
山
田
の

区
長
さ
ん
か
ら
被
害
の
連
絡
が
あ
り
ま
し

て
、
４
日
に
現
場
に
行
き
ま
し
て
確
認
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

県
の
方
に
も
連
絡
を
し
ま
し
て
、
林
業

研
究
所
か
ら
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
ス
ギ
ハ
マ
キ
の
幼
虫
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
年
に
二
回
の
発
生
が
あ

り
、
幼
虫
の
時
に
杉
の
葉
を
食
害
し
蛾
に

な
り
ま
す
。
２
〜
３
年
で
終
息
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

大
倉　

年
に
２
回
発
生
す
る
と
い
う

が
、
消
毒
等
の
対
策
は
。

　

農
政
課
長　

木
が
枯
れ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
消
毒
も
環
境
的
に
出
来

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後
間
伐
を
進

め
な
が
ら
、
対
策
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

渡
邊
経
済
部
長　

枯
れ
て
赤
く
な
っ
て

い
る
所
が
は
っ
き
り
見
え
て
心
配
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
、
地
元
の

区
長
さ
ん
た
ち
に
説
明
を
し
、対
策
を
取
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

梅
雨
期
に
入
っ
て
道
路
の

　

点
検
整
備
は　

　

大
倉　

幹
線
道
路
等
の
工
事
の
で
き
て

い
な
い
荒
れ
た
部
分
の
穴
ぼ
こ
に
車
が
落

ち
て
、
タ
イ
ヤ
等
を
損
傷
す
る
報
告
が
後

を
絶
た
な
い
が
、
事
故
が
起
こ
る
前
に
早

め
の
対
策
を
。

　

井
建
設
課
長　

確
か
に
よ
け
て
通
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
管
理
は
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

スギハマキの成虫

谷　﨑　利　浩
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市　原　　正

一の
宮
中
校
区
統
合
小
学
校
建
設
及
び

管
内
小
中
学
校
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

　

市
原　
一の
宮
中
学
校
区
統
合
小
学
校

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
４
月
の

開
校
に
間
に
合
う
の
か
、
そ
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

　

日
田
教
育
課
長　

現
在
農
地
の
転
用

手
続
き
と
、
所
有
権
移
転
登
記
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
６
月
い
っ
ぱ
い
も
し
く
は
７

月
上
旬
に
は
完
了
し
、
そ
れ
か
ら
工
事
着

手
に
な
り
ま
す
。
工
事
着
手
関
係
に
つ
き

ま
し
て
は
、
資
料
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

現
在
の
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
比
べ
て
、

サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
、
野
球
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

テ
ニ
ス
と
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
使
用
可
能
に

な
り
ま
す
。
現
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、

統
合
小
学
校
及
び
体
育
館
を
建
設
し
、

残
り
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
い
う
こ
と
で
整
備
し

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
全
て
の
工
事
を
27
年
度
内
に
完
成

さ
せ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

市
原　
ス
ク
ー
ルバス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

文
科
省
の
４
㎞
以
上
の
基
準
が
あ
る
が
、

教
育
部
と
し
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

教
育
課
長　

議
員
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る

よ
う
に
、
小
学
校
の
遠
距
離
通
学
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
は
文
科

省
の
基
準
が
４
㎞
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
統
合
に
よ
り
通
学
距
離
の
著
し
く

変
動
す
る
児
童
も
多
い
と
い
う
状
況
で
、

概
ね
３
〜
４
㎞
の
間
で
基
準
を
緩
和
し
て
、

運
用
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
統
合

準
備
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
そ
の

中
で
の
通
学
部
会
で
さ
ら
に
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
原　

６
月
10
日
か
ら
熊
日
新
聞
の

「
未
来
教
室
」
で
連
載
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
に
つ
い
て
は
、
阿
蘇
市
も
今
年
度
か
ら

電
子
黒
板
を
導
入
す
る
。
そ
れ
に
伴
い
議

会
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
、
山
江
村
の

山
田
小
学
校
に
先
進
地
視
察
研
修
を
行
っ

た
が
、
有
意
義
な
視
察
で
あ
っ
た
。
保
護

者
等
の
視
察
を
計
画
し
て
は
ど
う
か
。

　

教
育
課
長　

電
子
黒
板
の
授
業
に
あ
た

ら
れ
る
先
生
方
の
研
修
と
学
校
長
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協

議
会
の
役

員
の
方
々

も
連
携
し

て
の
視
察

計
画
を
進

め
て
お
り

ま
す
。

電子黒板

全 国 市 議 会 議 長 会 表 彰 受 賞 者全 国 市 議 会 議 長 会 表 彰 受 賞 者全 国 市 議 会 議 長 会 表 彰 受 賞 者

髙宮正行議員 髙宮今朝秀議員

井手明廣議員

　

第
90
回
全
国
市
議
会
議
長
会
が
、
本
年
５
月
28
日
、
東
京

都
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
全
国
市
議
会
議
長

会
表
彰
規
定
に
基
づ
き
、
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ
の
伝
達
が
今
回

の
定
例
会
に
お
い
て
議
長
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
方
々
（
右
写
真
３
名
）
は
、

平
成
17
年
２
月
の
町
村
合
併
以
前
の
町
議
会
議
員
の
勤
続
年

数
の
２
分
の
１
と
合
併
後
の
勤
続
年
数
を
併
せ
て
、
市
議
会
議

員
と
し
て
10
年
を
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
、
地
方
自
治
の
発
展

と
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

【
表
彰
規
定
】

　

10
年
以
上
市
議
会
議
員
の
職
に
あ
る
者
（
町
村
合
併
に
よ

り
市
政
を
施
行
し
た
町
村
の
議
員
の
勤
務
年
数
は
、
２
分
の
１

を
市
議
会
議
員
の
勤
務
年
数
と
し
、
３
年
以
上
市
議
会
議
員

で
あ
る
こ
と
。）

（16）



　

平
成
26
年
７
月
10
日
午
前
10
時
よ

り
、第
３
回
臨
時
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
審
議
の
経
過
と
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

 

一 

、
契
約
の
目
的

　
　
　

池
尻
団
地
Ｄ
棟
建
築
工
事

二
、
契
約
方
法

　
　
　

指
名
競
争
入
札

三
、
契
約
金
額
（
税
込
）

　
　
　

１
億
９
，
８
７
２
万
円

　
　
　
　
（
落
札
率
9
8
．
7
2
％
）

四
、
契
約
相
手
方

　
　

吉
永
・
紅
屋
・
帯
屋
・

　
　

森
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　
（
代
）
株
式
会
社　

吉
永
産
業

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

吉
永
隆
夫

　
　

入
居
予
定
数
と
被
災
者
の
入
居

　

希
望
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

今
回
建
設
の
戸
数
は
10
戸
で
、 

　

仮
設
住
宅
入
居
者
の
方
々
に
も
募

　

集
を
か
け
て
お
り
ま
す
。
今
の
と
こ

　
ろ
５
〜
６
戸
の
入
居
希
望
が
あ
っ
て

　
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
に
沿
う
よ
う

　
に
考
え
て
お
り
、
年
度
内
の
完
成
を

　

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

公
営
住
宅
の
全
住
宅
に
占
め
る

　

妥
当
な
割
合
は
10
％
以
内
と
記
憶

　
し
て
い
る
。
希
望
に
沿
っ
て
建
設
す

　

る
こ
と
は
、
民
間
の
賃
貸
住
宅
も

　

あ
る
訳
で
、
そ
の
点
は
、
ど
う
考
え

　
て
い
る
か
。

　
　

他
自
治
体
に
比
べ
て
、
か
な
り
公

　

営
住
宅
の
数
が
多
い
状
況
で
す
。
こ

　
れ
か
ら
先
財
政
状
況
等
、
後
々
の
維

　

持
管
理
の
面
も
考
慮
し
て
、
検
討

　
し
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
審
議
を
経
た
結
果
、

本
案
は
原
案
の
と
お
り
、
可
決
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

 

一 

、
契
約
の
目
的

　
　
　

阿
蘇
市
公
共
下
水
道
阿
蘇
市

　
　
　

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
築
工
事

二
、
契
約
方
法

　
　
　

随
意
契
約

三
、
契
約
金
額

　
　
　

２
億
２
，
０
１
０
万
円

四
、
契
約
相
手
方

　
　
　

日
本
下
水
道
事
業
団

　
　
　

代
表　

理
事
長　

谷
戸
善
彦

　

本
案
に
つ
い
て
は
、
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

本
件
は
、
市
道
の
所
有
権
移
転
登

記
の
た
め
の
土
地
交
換
契
約
に
つ
い
て
、

地
法
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
６
号

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
得
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
土
木
部
長
の
補
足

説
明
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

議
案
第
66
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
67
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
68
号　

財
産
の
交
換
に
つ
い
て

平
成
平
成
2626
年 

第
３
回
臨
時
会

第
３
回
臨
時
会

―
 
―
 

経
過
と
結
果
の
報
告

経
過
と
結
果
の
報
告 ―
平
成
26
年 

第
３
回
臨
時
会

―
 

経
過
と
結
果
の
報
告 ―

問問 答答

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
26
年
法
律
第
88
号
）
第
12

条
第
２
号
の
規
定
に
よ
る
議
会
推

薦
の
農
業
委
員
に
全
会
一
致
で
次

の
方
々
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

地　
　

区　
　

氏
名
（
敬
称
略
）

　
一の
宮
地
区　
　

山
本　

利
幸

　

阿
蘇
地
区　
　

猪
島　

敏
治

　

阿
蘇
地
区　
　

緒
方　

洋
子

　

波
野
地
区　
　

天
艸　

晴
夫

阿
蘇
市
農
業
委
員
会

委
員
（
４
名
）
の
推
薦
に
つ
い
て

あ
ま
く
さ

（17）


